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に
次
ぐ
県
内
第
３
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
12
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
、
今
回
の
調
査
で
も

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
増
減
率
は
、
平
成
22
年
に

マ
イ
ナ
ス
2
%
を
下
回
っ
て
い

た
の
に
対
し
、
今
回
は
マ
イ
ナ
ス

1
%
程
度
で
あ
り
、
人
口
減
少
の

幅
が
や
や
緩
や
か
に
な
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

世
帯
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
一
世
帯
あ
た
り
の
人

員
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
や
核
家
族

世
帯
の
増
加
な
ど
が
そ
の
背
景
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
崎
市
の
高
齢
者
人
口
割
合

　

平
成
12
年
に
20
％
ほ
ど
だ
っ
た

　

総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す
る

関
心
を
深
め
、
統
計
調
査
へ
の
一
層
の
理
解

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
10
月
18
日
を

「
統
計
の
日
」
と
定
め
、
統
計
調
査
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」
の
結
果

か
ら
、
大
崎
市
の
人
口
の
推
移
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

 

市
政
情
報
課
統
計
担
当  
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高
齢
者
人
口
割
合
は
、
平
成
27
年

で
は
27
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出

生
減
や
団
塊
世
代
の
高
齢
化
を
背

景
に
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状

況
が
み
て
と
れ
ま
す
。

調
査
結
果
の
公
表

　

人
口
や
世
帯
数
の
ほ
か
に
、
年

齢
別
人
口
、
配
偶
関
係
、
世
帯
構
造

や
住
居
、
就
業
に
関
す
る
集
計
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
結
果
が
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
勢
調
査
や
統
計

調
査
の
結
果
は
、
総
務
省
統
計
局

や
宮
城
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
崎
市
内
の
各
種
統
計
を
掲

載
し
た
「
大
崎
市
統
計
書
」
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
政
情
報
課
や

各
総
合
支
所
の
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
大
崎
市

統
計
書
」（h

ttp
://w

w
w

.city
.

o
s
a

k
i.m

iy
a

g
i.jp

/
in

d
e

x
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/1

0
,0

,3
2
,1

2
2
,h

tm
l

）

調
査
結
果
の
活
用

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高

齢
化
対
策
、
防
災
対
策
、
地
方
創
生

な
ど
の
国
の
重
要
課
題
に
対
す
る

施
策
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
崎
市
で
は
「
大
崎
市
総
合
計

画
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
政
策
立

案
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　宮城県では、毎年、「宮城県統計グラフコ
ンクール」や「親子統計グラフ教室」など、
小・中学生に、統計を身近に感じてもらえ
る取り組みを行っています。
　宮城県統計グラフコンクールには、大崎
市内の小中学生も多数出展しています。

■統計調査に回答をお願いします

　国勢調査をはじめ、毎年、さまざまな統計調査が行われています。

　正確な統計を作成するためには、対象の皆さん・世帯・企業から漏れ

なく回答をいただくことが重要となります。制度の趣旨を理解いただ

き、統計調査への回答をお願いします。

■基幹統計調査（主なもの）

全産業分野の事業所・企業の経済活動を全国・地域的に明ら

かにする調査です。▲

事業所数　5,943事業所（県内2位）

農林業の生産構造・就業構造を明らかにするとともに、農山

村の実態を総合的に把握する調査です。▲

販売農家数　4,653 戸（県内3位）

工業の実態を明らかにする調査です。▲

製造品出荷額　3,320億円（県内2位）

住宅・世帯の居住状態などを明らかにする調査です。▲

空き家率　11.36%（県内2位）

就業・不就業の実態を明らかにする調査です。▲

10月1日現在で調査を行っています。

親子統計グラフ教室の様子

（ 7 月23日  大崎合同庁舎）

　大崎市の自然、人口、経済、社会、教育、文化などの各分野の

基本的な統計情報からわかる「大崎市」の姿です。

　これらのデータは「大崎市統計書」の中で公表しています。

　経済

センサス

就業構造

基本調査

住宅土地

統計調査

　工業

統計調査

農林業

センサス

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と
世

帯
を
対
象
と
す
る
、
国
の
最

も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

大
崎
市
の
人
口
と
世
帯
数

　

人

口

は
、
合

併

前

の

平

成

17

年

国

勢

調

査

か

ら

5

1

0

0

人

減

少

の

13
万
3
3
9
1
人
、
世
帯
数

は
3
2
6
6
世
帯
増
加
の

4
万
8
3
0
7
世
帯
で
し

た
。
宮
城
県
内
の
市
町
村
別

人
口
で
は
、
仙
台
市
、
石
巻
市

面積

796.76km2 

（県内2位）

人口

133,391人
（県内3位）

人口密度

1km2あたり167.4人

1人あたり市民所得

254万円
（県内13位）

出生・死亡

出生　1日2.8人
死亡　1日4.4人

結婚・離婚

結婚　1日1.6件
離婚　1日0.7件

小学生・中学生

小学生　6,987人
中学生　3,874人

高齢者（65歳以上）

35,915人

渡り鳥飛来数

年間88,270羽（1月時点）

観光客入込数

1日あたり18,984人
（県内2位）

保有車両数

1世帯あたり2.26台

大崎市民病院本院
利用者数（外来）

平日1日あたり1,089.7人

公園面積

1人あたり13.84m2

生活ごみ処理量

1世帯1日あたり1.53kg

上水道供給量

1日1人あたり206リットル

年間商品販売額

2,404億円
（県内3位）

デ ー タ

「統計」を読み取る力を
親子で一緒に学んでいます

鳴子温泉
地域

6,369人
（－2,157人）

2,636世帯

2.42人 岩出山
地域

11,169人
（－2,085人）

3,796世帯

2.94人

古川
地域

78,437人
（+3,283人）

29,987世帯

2.62人

田尻
地域

11,142人
（－1,641人）

3,257世帯

3.42人

松山
地域

6,299人
（－645人）

2,128世帯

2.96人
鹿島台
地域

12,018人
（－1,482人）

4,009世帯

3.00人

三本木
地域

7,957人
（－373人）

2,494世帯

3.19人

大崎市

133,391人
（－5,100人）

※旧市町の合算値との比較

48,307世帯

2.76人

地域
人口

（平成17年対比）

世帯数

1世帯当たり
の人員

凡
　例

凡
　例

平成29年「統計の日」標語  特選

統計が
教えてくれる

地域力 

統計で見る大崎市

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
結
果
よ
り
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